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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年7月12日(2012.7.12)

【公表番号】特表2012-502489(P2012-502489A)
【公表日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-004
【出願番号】特願2011-526369(P2011-526369)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/48     (2010.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４００　
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月23日(2012.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、複数のピクセル（１）を配置した画像センサとを有するＬＥＤプロジェクタで
あって、
　各ピクセル（１）が少なくとも１つの光源を有しており、前記光源は複数のＬＥＤ（２
）である、
ＬＥＤプロジェクタにおいて、
　前記ＬＥＤ（２）が種々の色に対する複数の層を上下に配置した積層エピＬＥＤである
ことを特徴とするＬＥＤプロジェクタ。
【請求項２】
　前記積層エピＬＥＤの、光形成のために設けられた前記複数の層は、上下方向にエピタ
キシャル成長されて、積層体（６）を形成している、請求項１記載のＬＥＤプロジェクタ
。
【請求項３】
　前記ピクセル（１）の全ての色に対して、前記積層体（６）の表面に形成された同じ放
射面が用いられている、請求項２記載のＬＥＤプロジェクタ。
【請求項４】
　各ＬＥＤ（２）は、赤色光に対する層と、青色光に対する層と、緑色光に対する層とを
有する、請求項１から３までのいずれか１項記載のＬＥＤプロジェクタ。
【請求項５】
　複数のＬＥＤ（２；１４）の設けられたＬＥＤ層（１１，１２，１３）が設けられてお
り、
　前記ＬＥＤ層の下方に、支持体（５）あるいは第１の導体路（３）を備えた透明なガラ
スシート（９）が配置されており、
　前記ＬＥＤ層（１１，１２，１３）の上方に前記第１の導体路に対して横断方向に延在
する第２の導体路（４）を備えた透明なガラスシート（９）が配置されており、
　前記第１の導体路（３）および前記第２の導体路（４）は、各ＬＥＤ（２；１４）が前
記第１の導体路（３）および前記第２の導体路（４）を介して他のＬＥＤとは別個に駆動
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されるように、各ＬＥＤ（２；１４）の端子コンタクトに接続されている、
請求項１から４までのいずれか１項記載のＬＥＤプロジェクタ。
【請求項６】
　前記複数のＬＥＤ（２）はケイ素から成る支持体（５）の上に配置されており、前記支
持体（５）には、各ＬＥＤをそれぞれ他のＬＥＤから独立に駆動するための複数の電気導
体路が設けられている、請求項１から５までのいずれか１項記載のＬＥＤプロジェクタ。
【請求項７】
　前記複数のＬＥＤ（２）には金属フレームコンタクト（１０）が設けられており、該金
属フレームコンタクト（１０）によって前記複数のＬＥＤ（２）の電気的接続が形成され
る、請求項１から６までのいずれか１項記載のＬＥＤプロジェクタ。
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